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令和５年２月２８日 

                      マルガリタ幼稚園 

園長 川田 紀美子 

３月号 

 自然界は静かに静かに春を彩る準備をしています。その息吹が感じられる３月を迎え 

ました。卒園式・修了式まであと２週間余りの登園日となりました。 

 今日はこの１年間の園生活で、いつも園児達に同伴していた教職員から小さなメッセージ

をプレゼントさせていただきます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

     石亀 華子（ばら組） 

  今年楽しかったことは①「青い空に絵を描こう」の壁面製作②子ども達の面白い言葉を拾い集める 

こと③お母さん達と話す時間④ぎゅうっといっぱいしたことです。 

     大貫 亜沙子（ゆり組） 

  「私、大きくなったら、幼稚園の先生になる！それまで、待っていてね！」そんな子どもの言葉を 

聞いて、頑張ろうと思いました。あと何年後かな？とても楽しみです。 

     花房 京子（年長組補助） 

  すっかり葉っぱが落ちたブランコの後ろの桜の木の下で「この木、枯れちゃったの？」と聞く 

Ａちゃんに、「４月には元気に登園してくるＡちゃんをいっぱいの桜の花が迎えてくれるよ」と…。 

     岡本 晴美（年長組補助） 

  「花壇のチューリップ、私たちが小学生になったら咲くから、先生見てね！」…あっそうだ、星の会

に来たらお友だちにも会えるし、チューリップも見られるね。先生たちも楽しみにしています。 

     沼野 薫（さくら組） 

  上手に返事ができた時、１人で縄とびが結べた時等、笑顔で手をたたいて喜び、友だち同士で褒め合

う姿がかわいらしく心が温かくなりました。 

     酒井 理緒（すみれ組） 

  園庭で１人が転ぶとみんなが集まってきます。学年のカラフルな帽子たちがぎゅっと１つに集まる 

光景に、温かい幸せな世界を感じました。 

 

 

マ ル ガ リ タ 

 

保護者の皆様  
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     藤田 真弓（もも組） 

  「○○が好きな人！」「お弁当に○○が入っていた人！」と元気に話す子ども達。「僕、私はこれが 

好き」と、友だちに伝えながら、周りの人との違いを受け入れていることに嬉しさを感じます。 

     三ッ木 弓子（年中組補助・ひよこ組） 

  泣いているお友だち、困っているお友だちがいると、近くにいる子が「どうしたの？大丈夫？」と頭

をなでながら優しく声をかけてくれます。マルガリタの子どもたちは、優しい気持ちを自然に素直に

表現でき、見ていて微笑ましくなります。 

     南里 由美（たんぽぽ組 

  他クラスと交流があまりできなかった中でも、「たんぽぽ組の先生でしょ？」と話しかけてくれる子、

自分から友だちやほかの先生に挨拶をするクラスの子を見て、嬉しく思いました。 

     美濃川 鈴（ちゅうりっぷ組） 

  ちゅうりっぷ組の前は、たくさんの園児が通ります。クラス、学年に関係なく、ご挨拶をしてくれ 

たり、年少組の様子を見に来てくれたり、毎日心が温まりました。 

     羽立 典子（年少組補助） 

  お母さんから離れられず、泣いたり、不安な顔で登園していた子どもたちが、門から一人、笑顔で 

クラスまで走ってくる姿に成長を感じ、とても嬉しいです。 

     石塚 かをり（年少組補助） 

  ２月に入り進級の話が出始めた頃、男の子が私の肩に手を置いて「お友達」と言ってきました。「お友

達ではないかな？先生だから！」と返事をするとうなずいたものの再度、「ずっとお友達」と言うので

す。進級はお別れだと思っているのか、先生への気遣いなのか、かわいくてたまらなくなりました。 

     新保 京子（いちご組） 

  お遊戯会の「おおきなかぶ」を力を合わせて発表できたときには、とても感動しました。 

子どもたちの笑顔から力を貰い、日々過ごすことが出来ました。一年間ありがとうございました。 

     星 リエ子（いちご組補助） 

  クラスを回って、「神さまは、ぼく、わたしのことが大切、大好きで、その成長を喜んで見守っていて

くださる」ことを伝え、毎回一緒に、聖歌と祈りを捧げました。 

     稲垣 普恵（いちご組補助） 

  朝の検温確認では、大きな声や恥ずかしがり屋の子、駆け寄って来てくれる子など、子どもたちの

「おはようございます」に出会え、嬉しかったです。 

     岡田 優子（いちご組補助） 

  朝、泣いてお母さんと離れられない子が、ある日「明日から泣かないで来る！」と宣言し、翌日から

本当に泣かずに登園し、普通にお母さんとバイバイできる姿を２回見ました。子どもの成長を感じる 

風景でした。 
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     小松 まり子（預かり保育） 

  異年齢の中で互いによく遊び、譲り合い、年下の子にも優しくできるようになりました。 

「先生！今日も預かりに行くよ！」と、元気な笑顔が毎日の心の糧です。 

     廣瀬 雅子（預かり保育） 

  預かりのお部屋に来て笑顔で「せんせい、会いたかったよ、大すき」と子どもたちからの言葉は、 

私にとって元気が出る魔法の言葉です。元気をくれてありがとう。 

     脇元 久弥（預かり保育） 

  「これ！せんせいにあげるね」一所懸命折った折り紙や、上手にぬれたぬり絵。いつも私のエプロン

のポケットは、優しい子どもたちの愛情たっぷりの宝物でいっぱいです。 

     佐久間 玲子（預かり保育） 

  昨年の７月から預かり保育で、子ども達と楽しく日々を過ごす事ができ、生活に潤いができました。

子ども達に名前を覚えてもらい、呼んでもらえる事がとても嬉しいです。 

     塩山 さおり（マルガリタ文庫） 

  子どもたちは絵本を読んでもらうことが大好き。「ぼく・わたしこの絵本大好き！」と教えてくれる時

は、本当にうれしくなります。宝箱のようなマルガリタ文庫です。 

     阿出川 ユリカ（事務） 

  「あでがわさーん！」「おちてましたー！」ボタン、ティッシュ、ゴミ？・・・いろいろな物を届けて

くれます。「平和な窓口だな～」と、いつも思っています。 

     品田 明（事務長） 

  青門で毎朝お出迎えが、１日の始まりです。「おはようございます」で、その日の園児たちの元気さが

伝わってきます。特に、いちご組や年少組の日に日に成長していく姿を嬉しく思います。 

     近江谷 綾音（主任） 

  「おうみや先生って先生なの？門番？」と言われることも。実は、他の先生たちよりもいち早く 

皆さんに会える、一番お得な先生なのでした。晴れた日も雨の日も、皆さんのご挨拶や笑顔で心が 

温かくなりました。 

     川田 紀美子（園長） 

  私達は、保護者の皆様との出会いに感謝いたします。十分に行き届かなかった点は、どうぞお許しく

ださい。少子化等の厳しい社会状況ですが、マルガリタ幼稚園の存続のために、お力添えと応援をお

願いいたします。 
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１）ありがとうのつどいについて 

   ３月１日（水）１０時から。いつも優しくしてくれた年長組さんに感謝の気持ちを込

めて、一緒にゲームをして楽しみます。心のこもったプレゼントの交換もあります。 

   （雨天時は、お部屋でプレゼントを渡します。） 

 

２）３月の誕生会について  

３月３日（金）１０時から保育室で誕生会を行ないます。３月生まれのお子様の保護 

者の方（保護者１名、未就園児可）は、どうぞご参加ください。「どんな人になって 

欲しいか」のインタビューをします。また「誕生カード」は、お家で仕上げをお願い 

いたします。母の会からお菓子を用意していただきました。 

幼稚園では食べないで持ち帰りますので、アレルギーのある方は成分表をご覧になっ

てください。 

  

 ３）卒園感謝の祈りについて・・・変更があります。 

３月１０日（金）に予定されていましたが、今年度は３月１６日（木）の卒園式の中

で一緒にお祈りをします。子どもたちが３年間の園生活でいただいたお恵みを感謝し、

４月から始まる小学校生活のために神さまの見守りを祈ります。 

 

 ４）マルガリタ文庫について 

   ３月１０日（金）閉館。令和４年度も、たくさんご利用いただきありがとうございま

した。この日は、返却のみです。 

 

５）作品・道具箱の持ち帰りについて  

３月１３日（月） 

・登園時または降園時にお渡しいたしますので、保育室まで取りにいらして 

ください。 

・車通園の方、ドライブスルーでお渡しいたします。 

⚫ 作 品：１年間の絵画等の作品を持ち帰ります。作品を通して、子どもたちが 

大きく成長してきた姿を一緒にご覧ください。 
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⚫ 道具箱：保育用品の汚れを落とし、新学期まで保管しておいてください。 

⚫ その他の用品について 

 クレヨン・マーカー 

そのまま年中、年長で使用します。マーカーは、出なくなっている色は、 

違うメーカーのものでも良いので、購入をお願いいたします。 

 

 粘土ケースとのり 

両方とも、新学期に補充をします。 

中身を出して洗ってケースだけ持ってきてください。 

 

 自由画帳 

描くところがなくなっていたら事務室で新しいものを購入してください。 

 

 なわとび・・・各学年持ち帰る日が異なります。 

【年中組】ついている名前はそのまま外さずに新年度に持ってくる。 

【年少組】クラスカラーのテープを外して新年度に持ってくる。 

 

    ※すべてのものに記名があるか確認してください。消えている名前は書き直して 

ください。 

６）卒園式について  

日  時： ３月１６日（木）  

 

出 席 者： 年長組の園児と年長組の保護者の皆様 

      ※年少組・年中組は休園日です。 

※年長組の保護者の皆様、詳細は別紙にてお知らせします。 

 

７）修了式について（年中・年少）  

３月１７日（金）です。 

⚫ 式は、園児のみで行ないます。 

⚫ 登園時間は平常どおり、降園時間は１１時３０分頃です。 

※母の会から担任と子どもたち、保護者の方との短かいお別れの集いを持ち 

たいとの申し出がありました。保護者の皆様は１１時２０分に母の会役員の方の

誘導に従って、園庭にお集まりください。 
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８）令和５年度 新年中・新年長組の保育用品について 

新年中組                  新年長組 

① 出席カード      ６５０円      ① 出席カード        ６５０円 

② マーカー１０色    ８５０円      ② 水彩絵の具セット  １０００円 

③ つくろうあそぼう２  ３７０円      ③ せんのワーク２     ４６０円 

④ 工作粘土 ２本    ５００円      ④ 工作粘土 ２本     ５００円 

⑤ 名札   ２個    ２８０円      ⑤ 名札   ２枚     ２８０円 

合計  ２，６５０円              合計 ２，８９０円 

※始業式当日、お渡しします。 

９）母の会より 

母の会から全園児に、「お祝いの紅白まんじゅう」を頂きます。 

年長組の子どもたちには卒園式の日に、年少組、年中組の子どもたちには、修了式当

日に、お配りします。 

１０）幼稚園幼児指導要録について 

   学年末にその幼児の成長や指導の記録を各担任教諭が決められた様式で作成します。

この「幼稚園幼児指導要録」は、小学校の校長、担任教諭等が学級経営等のための参

考資料とし、幼稚園と小学校教育の情報連携のために各就学先に送付します。 

尚、この「幼稚園幼児指導要録」は耐火金庫にて厳重に管理、保管されています。 

 

３学期もあとわずかとなりました。怪我のないように、無事に令和４年度を終えることが

できますように、特に下記の点についてご協力をお願いします。 

 

⚫ 駐輪場、ルルドとルルドの周囲や修道院の芝生での遊びは禁止です。業者の車の出入

りなどもありますので、遊ばないでください。また、青門を出たところの駐車場や 

近隣のマンションのエントランス付近で遊んでいるとのご指摘がありました。充分な

ご配慮をお願いします。 

⚫ まだまだ寒い日があります。防寒着は、遊ぶときに事故が起きないように、 

「フードのないもの」「ひものないもの」にしてください。 


